
確率分布 Q1700 二項分布の正規分布近似 組 番 名前

二項分布は、試行回数が増えれば正規分布に近似する。し
たがって、二項分布の個別の確率を求めなくても正規分布
で確率の近似値を求めることができる。
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例 1 サイコロを 180回投げるとき、1の目の出る回数が、
20 ≦ X ≦ 40 の範囲にある確率を正規分布表を利
用して求めよ。

答

【考察】実際の二項分布B(180, 1
6 )のグラフは以下のとおり。

確率を足し合わせて求めた値は、P (20 ≦ X ≦ 40) = 0.9650

となっており、誤差は 1%である。

0 10 20 30 40 50 60
0

1

2

3

4

5

6

7

8

·10−2

X

確
率

P
(X

=
k
)

問 1 サイコロを 600個投げるとき、1の目のでる個数X

の次の確率を正規分布の近似で求めよ。

(1) P (80 ≦ X ≦ 120)

答

(2) P (X ≧ 110)

答

問 2 ある国の国民の血液型の割合は、O 型 30%、A 型
35%、B型 25%、AB型 10%であるとされる。今、
400人を無作為に選んだとき、AB型の人が 30人以
下となる確率を求めよ。

答
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*+*+*+*+*+*+*+*+ 【解答】*+*+*+*+*+*+*+*+

例 1 サイコロを 180回投げるとき、1の目の出る回数が、
20 ≦ X ≦ 40 の範囲にある確率を正規分布表を利
用して求めよ。

X は、二項分布 B(180, 1
6 )であるので、

E(X) = np = 180 · 1
6 = 30

V (X) = npq = 180 · 1
6 · 5

6 = 25

σ(X) =
√
V (X) = 5

30 4020

10
5 = 210

5 = 2

0.47720.4772

P (20 ≦ X ≦ 40) = P (−2 ≦ Z ≦ 0) + P (0 ≦ Z ≦ 2)

= 0.4772 + 0.4772 = 0.9544

答 0.9544

【考察】実際の二項分布B(180, 1
6 )のグラフは以下のとおり。

確率を足し合わせて求めた値は、P (20 ≦ X ≦ 40) = 0.9650

となっており、誤差は 1%である。
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問 1 サイコロを 600個投げるとき、1の目のでる個数X

の次の確率を正規分布の近似で求めよ。
(1) P (80 ≦ X ≦ 120)

(2) P (X ≧ 110)

(1) P (80 ≦ X ≦ 120)

X は B(600, 1
6 )に従うので、

E(X) = np = 600 · 1
6 = 100

V (X) = npq = 600 · 1
6
5
6 = 250

3

σ(X) =
√

250
3 = 9.1287 ≈ 9.13

100 12080

20
9.13 = 2.1920

9.13

0.48570.4857

P (80 ≦ X ≦ 120) = P (0 ≦ Z ≦ 2.19)× 2

= 0.4857× 2 = 0.9714

答 0.9714

(2) P (X ≧ 110)
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9.13 = 1.10

0.3643

0.1357

P (120 ≦ X) = P (0 ≦ Z)− P (0 ≦ Z ≦ 1.10)

= 0.5− 0.3643 = 0.1357

答 0.1357

問 2 ある国の国民の血液型の割合は、O 型 30%、A 型
35%、B型 25%、AB型 10%であるとされる。今、
400人を無作為に選んだとき、AB型の人が 30人以
下となる確率を求めよ。

【ポイント】聞いているのは AB 型だけ！一人選んで、AB

型に当たる確率が 10% 400人を繰り返し選ぶ試行。
この確率分布は B(400, 0.1)だから、E(X) = np = 40

V (X) = npq = 400× 0.1× 0.9 = 36, σ(X) = 6

4030

10
6 = 1.67

0.4525

0.0475

P (X ≦ 30) = P (Z ≦ 0)− P (−1.67 ≦ Z ≦ 0)

= 0.5− 0.4525 = 0.0475

答 0.0475
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